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「持続可能農業に向けた微生物活用」領域 
  

 
 

 

２０２６年５月１２日 
 

物質循環や植物生長促進など、微生物が担う多様な機能を活用し、環境

負荷低減と食料安全保障を両立する持続可能な農業の実現に貢献する 

 

・ 世界的な人口増加や気候変動、国際情勢

の不安定化を背景に、食料安全保障の確

保が喫緊の課題となっている。日本にお

いても、農業従事者の急減、資材・エネル

ギーの海外依存など、農業生産の基盤が

脆弱な状況にある。環境負荷低減を前提

としてこうした課題に対応するため、農業

の持続性を高める新たな技術開発が求め

られている。 

・ 農業においては近年、土壌健全性や生物

多様性の維持の観点から、微生物の働き

が注目されている。微生物資材は、化学

肥料・農薬代替としての環境負荷低減、植

物成長促進、病害虫防除、環境耐性向上

などの効果が期待される。 

・ これまで微生物は単離・培養の困難さや

相互作用の複雑性から機能解明が進みに

くかったが、近年はメタゲノム、メタボロ

ーム等のマルチオミクス解析と AI の活用

により、微生物および微生物叢の探索・機

能理解が大きく進展している。 

・ 日本は、発酵技術をはじめとする微生物

利用の知見や、マイクロドロップレット技

術等の高度なスクリーニング技術に強み

を有する。 

・ 本領域では、微生物機能のメカニズム解

明を基盤として、GHG 削減、環境調和型

防除、バイオ肥料・資材開発等を推進し、

実ほ場への社会実装を加速することで、

環境と調和した持続可能な農業の実現を

目指す。 
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